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【
資
料
紹
介
】

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
橘
寺
本
願
推
古
天
皇
御
託
宣
』
解
題
・
翻
刻

藤
井
隆
輔

解
題

本
稿
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
橘
寺
本
願
推
古
天
皇
御
託
宣
』（
函
架
番
号

九
・

）
に
つ
い
て
、
そ
の
解
題
と
翻
刻
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

23
『
橘
寺
本
願
推
古
天
皇
御
託
宣
』（
以
下
、『
御
託
宣
』
と
す
る
）
は
、
現

・
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
橘
に
所
在
す
る
橘
寺
に
お
い
て
、
推
古
天
皇
の

御
霊
が
下
級
の
勧
進
僧
に
憑
依
し
、
そ
の
同
朋
の
僧
と
問
答
を
交
わ
し
た
こ

と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
記
録
さ
れ
た
問
答
の
内
容
は
、
託
宣
主
で
あ
る

女
帝
霊
が
、
修
造
が
成
っ
た
ば
か
り
の
橘
寺
塔
に
豊
浦
寺
の
塔
本
尊
を
移
設

す
る
こ
と
を
求
め
、
別
寺
院
の
勧
進
修
造
を
勧
進
僧
ら
に
勧
め
る
と
い
っ
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
予
言
的
な
言
辞
も
含
ま
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う

に
、『
御
託
宣
』
は
、
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
前
後
に
お
け
る
南
都
寺
院
の

勧
進
復
興
の
動
向
を
探
る
上
で
も
貴
重
な
史
料
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
中
世

に
お
け
る
託
宣
と
い
う
宗
教
的
実
践
を
考
え
る
上
で
も
示
唆
を
与
え
て
く
れ

る
も
の
で
あ
る
。

『
御
託
宣
』
に
は
、
既
に
宮
内
庁
書
陵
部
に
よ
る
解
題
と
翻
刻
が
あ
る
（
１
）。

し
か
し
、
私
見
に
よ
れ
ば
そ
の
翻
刻
に
は
数
カ
所
の
誤
刻
が
見
ら
れ
、
翻
刻

者
に
よ
る
原
本
に
は
な
い
読
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
先
学
が
「
異
筆
」

と
呼
ぶ
筆
の
箇
所
に
つ
い
て
の
指
摘
も
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

原
文
に
な
る
べ
く
忠
実
な
翻
刻
を
提
示
し
、「
異
筆
」
箇
所
の
指
摘
を
行
う
こ

と
で
、
よ
り
正
確
な
図
書
の
紹
介
を
試
み
た
い
。
そ
の
際
、
先
行
翻
刻
と
の

異
同
も
示
し
、
先
行
の
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
『
御
託
宣
』
の
内
容
に
つ
い

て
若
干
の
私
見
を
述
べ
た
い
。

筆
者
は
宮
内
庁
書
陵
部
の
御
高
配
に
恵
ま
れ
、『
御
託
宣
』
を
実
見
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
た
（
２
）。
本
稿
で
の
報
告
は
、
そ
の
実
見
し
た
記
録
を
交
え
た
も

の
で
あ
る
。
貴
重
な
図
書
の
翻
刻
と
掲
載
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
宮
内
庁

書
陵
部
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

な
お
、『
御
託
宣
』
の
モ
ノ
ク
ロ
画
像
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
Ｈ
Ｐ
「
書
陵
部

所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」
に
て
閲
覧
可
能
で
あ
る
（
３
）。

一

書
誌
的
情
報

ま
ず
は
、『
御
託
宣
』
の
書
誌
的
な
情
報
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。
現
存
本
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の
形
態
と
、
筆
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
以
下
は
先
行
の
解
題
に
負
う

と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
申
し
添
え
る
。

『
御
託
宣
』
は
巻
子
装
で
一
巻
で
あ
る
。
現
在
の
表
紙
は
宮
内
庁
書
陵
部

に
お
い
て
補
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
表
紙
の
題
簽
に
は
「
橘
寺
本
願

推
古
天
皇
御
託
宣
」
と
あ
る
。

改
装
以
前
も
『
御
託
宣
』
は
巻
子
本
の
形
態
で
あ
っ
た
と
い
い
、
そ
の
時

の
表
紙
は
、
書
陵
部
後
補
の
表
紙
と
本
文
と
の
間
に
継
が
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
以
前
の
表
紙
を
先
行
の
解
題
は
「
旧
仮
表
紙
」
と
呼
ん
で
い
る
。

「
旧
仮
表
紙
」
の
部
分
に
は
、
薄
い
墨
色
で
「
橘
寺
本
願
推
古
天
皇
御
託

宣
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
江
戸
前
期
の
公
卿
で
あ
っ
た
九
条
道
房

の
筆
で
あ
る
と
い
う
。

本
文
は
楮
紙
三
枚
か
ら
な
る
。
先
行
の
解
題
で
は
、
本
文
の
成
立
年
次
を

「
不
明
」
と
し
な
が
ら
も
、「
鎌
倉
期
写
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
本
文
が
、
い

わ
ゆ
る
原
著
で
あ
る
か
、
転
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
、
現
状
で
は
俄
に

判
断
で
き
な
い
。『
御
託
宣
』
が
伝
え
る
託
宣
の
こ
と
は
、
弘
安
二
年
（
一
二

七
九
）
写
の
『
和
州
橘
寺
勧
進
帳
』
に
「
嘉
禎
有
本
願
聖
主
之
霊
託
」
と
し

て
見
え
る
（
４
）。
ま
た
、
鎌
倉
末
期
に
橘
寺
長
老
の
法
空
が
撰
述
し
た
『
上
宮

太
子
拾
遺
記
』
で
は
、「
天
皇
霊
託
記
云
」
と
記
し
、
託
宣
の
内
容
を
「
取
意
」

と
す
る
形
で
、
漢
文
体
に
て
略
述
し
て
い
る
（
５
）。
こ
の
「
天
皇
霊
託
記
」
が
、

現
存
す
る
『
御
託
宣
』
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、『
上
宮

太
子
拾
遺
記
』
の
略
述
と
『
御
託
宣
』
を
読
み
比
べ
る
と
、
そ
の
内
容
は
概

ね
一
致
し
て
い
る
。『
御
託
宣
』
の
内
容
が
鎌
倉
期
の
出
来
事
を
伝
え
て
い
る

と
判
断
し
て
差
し
支
え
は
な
い
。

本
文
は
全
五
十
九
行
で
あ
り
、
一
行
に
つ
き
約
二
十
字
か
ら
三
十
字
程
度

で
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
随
所
に
、
本
文
と
同
筆
と
思
し
い
筆
に
よ
る
傍

注
や
、
補
入
記
号
と
共
の
書
き
入
れ
、
文
言
を
削
除
す
る
た
め
の
塗
り
つ
ぶ

し
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
四
十
九
行
目
と
五
十
行
目
の
間
に
は
、
本
文

の
補
入
が
見
ら
れ
る
。

本
文
に
は
、
先
行
解
題
の
言
う
「
異
筆
の
訂
正
」
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
の

筆
は
、
傍
注
や
、
重
ね
書
き
、
塗
り
つ
ぶ
し
に
よ
る
訂
正
な
ど
に
及
び
、
そ

の
墨
の
色
は
本
文
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り
も
薄
い
。
そ
の
濃
さ
は
伝

道
房
の
筆
と
同
一
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
断
定
は
で
き
な
い
。「
異

筆
」
箇
所
の
指
摘
は
次
項
に
て
行
う
。

現
存
す
る
『
御
託
宣
』
は
九
条
家
が
旧
蔵
し
て
い
た
。
そ
の
経
緯
は
不
明

で
あ
る
が
、
先
行
の
解
題
で
は
、
九
条
家
に
出
自
を
持
つ
松
月
房
慶
政
の
関

与
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。『
御
託
宣
』
末
尾
に
は
、「
コ
レ
ス
ナ
ハ
チ
西
山
聖

人
ノ
御
坊
カ
ソ
ノ
因
縁
ヲ
ハ
オ
ホ
セ
ラ
レ
ス
密
シ
タ
マ
フ
」
と
い
う
記
述
が

見
ら
れ
、近
本
謙
介
氏
は
こ
の「
西
山
聖
人
」が
慶
政
で
あ
る
と
し
て
い
る（
６
）。

こ
の
託
宣
に
慶
政
が
直
接
関
与
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、『
御
託
宣
』

に
そ
の
名
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、『
御
託
宣
』
の
伝
存
あ
る

い
は
書
承
関
係
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二

「
異
筆
」
箇
所
の
指
摘

本
文
中
に
見
ら
れ
る
「
異
筆
」
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

２
行
目

「
ハ
シ
」
の
右
傍
に
「
リ
」。
ま
た
、「
夘
」
字
の
右
傍
に
「
四
」。

－34－



- 3 -

３
行
目

「
入
ト
」
の
二
字
間
に
「
ム
」。

５
行
目

「
誦
」
の
右
下
に
「
シ
」。

６
行
目

「
ラ
ノ
」
二
字
上
に
「
ラ
」
一
字
を
重
ね
書
く
。

行
目

「
サ
テ
ニ
マ
タ
」
の
「
ニ
」
を
丸
く
塗
り
つ
ぶ
す
。
同
行
「
ア

10

ウ
テ
」
の
「
ウ
」
右
傍
に
塗
り
潰
し
ら
し
き
も
の
が
あ
る
。
元
の

字
は
判
読
し
難
い
が
、「
ヒ
」
の
よ
う
に
見
え
る
。

行
目

「
我
二
事
」
の
「
我
」
字
右
下
に
「
レ
」
字
。

16
行
目

「
イ
」
上
に
「
キ
」
を
重
ね
書
く
。

17
行
目

「
ナ
ヲ
ク
」
の
「
ク
」
を
丸
く
塗
り
つ
ぶ
す
。

20
行
目

「
天
王
曰
」
の
「
王
」
上
に
「
皇
」
字
を
重
ね
書
く
。

31
行
目

「
无
獄
」
右
傍
に
「
間
」。

45
行
目

「
ケ
ノ
ク
」
右
傍
に
「
繋
属
」。

47
行
目

「
天
王
曰
」
の
「
王
」
上
に
「
皇
」
字
か
。
ま
た
そ
の
右
傍
に

49

「
ワ
ウ
」。

以
上
を
見
て
い
く
と
「
異
筆
」
は
、
文
脈
に
応
じ
て
、
脱
字
を
補
い
、
誤

字
や
不
明
な
語
を
訂
正
し
よ
う
と
す
る
目
的
で
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
こ
の
「
異
筆
」
の
墨
色
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
伝
道
房
の
筆
の

そ
れ
に
近
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

三

先
行
の
翻
刻
と
の
異
同

本
項
で
は
、
先
行
翻
刻
と
本
稿
の
翻
刻
と
の
異
同
に
つ
い
て
記
す
。
当
該

箇
所
を
列
記
す
る
。

①
４
行
目
「
モ
チ
イ
ノ
ル
」
↓
「
モ
テ
イ
ノ
ル
」

②

行
目
「
菩
提
寺

ス
ヘ
」
↓
「
菩
提
寺

ス
ヘ
」

﹇

﹈

﹇

﹈
ニ

19
③

行
目
「
タ
ヽ
此
ノ
寺
ノ
塔
ニ
」
↓
「
タ
ヽ
此
ノ
寺
ニ塔

」

ノ

22
④

行
目
「
ナ
リ
ニ
」
↓
「
ナ
カ
ニ
」

23
⑤

行
目
「
カ
ヘ
リ
ナ
シ
」
↓
「
カ
キ
リ
ナ
シ
」

28
⑥

行
目
「
天
王
ヨ
リ
ノ
ト
キ
ノ
」
↓
「
天
王
曰
ソ
ノ
ト
キ
ノ
」

31
⑦

・

行
間
「
コ
レ
ツ
イ
テ
云
ソ
」
↓
「
コ
レ
ニ
ツ
イ
テ
云
ソ
」

49

50

⑧

行
目
「
タ
チ
タ
マ
フ
タ
ル
」
↓
「
タ
テ
タ
マ
フ
タ
ル
」

51
①
と
⑧
で
は
、
従
来
「
チ
」
と
翻
刻
さ
れ
て
い
た
箇
所
を
「
テ
」
と
改
め

る
。『
御
託
宣
』
に
お
い
て
「
テ
」
字
は
二
画
目
と
三
画
目
が
交
差
す
る
よ
う

に
書
か
れ
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
②
は
、「
寺
」
字
の
直
後
に

補
入
記
号
が
見
ら
れ
、
そ
の
右
傍
に
「
ニ
」
字
が
確
認
で
き
る
。「
ニ
」
字
の

上
に
は
虫
食
い
に
よ
り
欠
損
し
た
一
字
が
確
認
で
き
、
そ
れ
は
土
偏
の
よ
う

に
見
え
る
。
文
脈
で
判
断
す
れ
ば
、
こ
こ
に
は
「
塔
」
字
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
③
で
は
、「
ス
」
字
の
直
前
に
補
入
記
号
が
確
認
で

き
る
。「
塔
」
と
「
ニ
」
の
二
字
は
横
並
び
に
補
入
さ
れ
て
い
る
。
翻
刻
方
針

の
問
題
で
あ
る
が
指
摘
す
る
。
④
は
、「
リ
」
字
を
「
カ
」
と
解
す
る
。
⑤
で

は
、「
ヘ
」
字
を
「
キ
」
字
と
解
す
る
。
⑥
で
は
、
従
来
「
ヨ
リ
ノ
」
と
さ
れ

て
い
た
が
、「
ヨ
」
字
に
見
え
る
の
は
虫
食
い
に
よ
り
一
画
目
が
欠
け
て
い
る

た
め
と
判
断
で
き
、
元
は

行
目
「
天
王
曰
」
の
よ
う
に
「
曰
」
の
字
で
あ

49

っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
リ
」
字
は
「
ソ
」
字
に
改
め
る
。
⑦
は
、「
レ
ツ
」
二

字
の
右
傍
に
小
さ
く
「
ニ
」
が
見
え
る
た
め
本
文
に
補
う
。
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四

内
容
に
関
し
て

『
御
託
宣
』
は
、
大
き
く
分
け
て
、
託
宣
の
契
機
と
な
っ
た
勧
進
僧
に
よ

る
除
病
の
た
め
の
加
持
祈
祷
の
場
面
と
、
加
持
僧
と
霊
と
の
問
答
の
場
面
と

い
っ
た
、
二
つ
の
場
面
か
ら
成
り
立
つ
。
さ
ら
に
、
問
答
の
内
容
は
、
霊
の

名
告
り
、
霊
の
嘆
き
と
要
求
、
勧
進
修
造
に
係
る
予
言
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

『
御
託
宣
』
は
、「
菩
提
寺
塔
」
の
「
修
理
」
が
終
わ
っ
た
四
月
二
十
六
日

巳
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。「
菩
提
寺
」
と
は
「
仏
頭
山
上
宮
皇
院

菩
提
寺
」、す
な
わ
ち
橘
寺
の
こ
と
で
あ
る
。十
世
紀
末
頃
の
成
立
と
い
う『
聖

徳
太
子
伝
暦
』
に
は
、
既
に
呼
称
と
し
て
の
「
菩
提
寺
」
が
見
え
る
（
７
）。『
上

宮
太
子
拾
遺
記
』
に
よ
れ
ば
、
同
寺
の
塔
は
初
め
五
重
塔
で
あ
っ
た
が
、
久

安
四
年
（
一
一
五
五
）
五
月
十
五
日
に
雷
火
に
よ
っ
て
焼
失
し
、
文
治
年
中

（
一
一
八
五
―
九
〇
）
に
三
重
塔
と
し
て
再
建
さ
れ
た
と
い
う
（
８
）。
橘
寺
別

当
教
尋
の
代
に
再
び
雷
火
の
た
め
焼
失
し
、
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
に
再

建
が
始
め
ら
れ
、
そ
の
事
業
は
嘉
禎
年
中
ま
で
及
ん
で
い
た
（
９
）。『
上
宮
太

子
拾
遺
記
』
は
託
宣
が
下
さ
れ
た
年
次
を
「
嘉
禎
四
年
四
月
廿
六
日
」
と
し
、

『
和
州
橘
寺
勧
進
帳
』
は
「
嘉
禎
」
の
頃
と
し
て
い
る
（

）。
10

託
宣
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、「
タ
チ
ハ
ナ
寺
之
勧
進
所
之
下
僧
随
心
法
師
」

の
「
頓
病
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
除
病
の
た
め
、「
隆
俊
善
識
房
」
が
「
薬
師
経
」

を
読
誦
し
、「
随
聖
房
源
慶
」
が
傍
ら
で
念
誦
し
た
。

「
随
心
法
師
」
は
、
橘
寺
の
勧
進
に
従
事
し
て
い
た
身
分
の
低
い
僧
で
あ

っ
た
。「
隆
俊
善
識
房
」
と
「
随
聖
房
源
慶
」
に
つ
い
て
は
、
近
本
謙
介
氏
が

同
時
代
の
史
料
を
掲
げ
な
が
ら
、
南
都
に
お
い
て
寺
社
の
勧
進
修
造
に
携
わ

っ
た
僧
な
ど
を
推
定
し
て
い
る
（

）。
11

彼
ら
の
活
動
拠
点
で
も
あ
っ
た
ろ
う
「
勧
進
所
」
の
所
在
に
つ
い
て
は
、

牧
野
和
夫
氏
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
（

）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
氏
の
参
照
し
た
中

12

世
の
聖
徳
太
子
伝
（
享
徳
三
・
四
年
（
一
四
五
三
・
四
）
写
本
）
に
は
、
尼

僧
「
成
阿
弥
陀
仏
」（
）

が
、
荒
廃
し
て
い
た
橘
寺
の
「
四
壁
ヲ
築
キ
十
方
ヲ

13

勧
進
シ
テ
再
興
ス
京
ノ
東
山
大
谷
ト
云
所
ヲ
勧
進
所
シ
テ
多
ク
奉
加
助
成
有

キ
」、
そ
の
後
、「
彼
勧
進
所
ヲ
ハ
寺
ニ
成
ル
太
子
堂
是
也
寺
号
ヲ
速
成
就
院

ト
云
々
」
と
い
う
（

）。
成
阿
弥
陀
仏
が
設
け
た
勧
進
所
は
、「
速
成
就
院
」（
東

14

山
太
子
堂
）
と
な
り
、
こ
れ
は
現
在
の
京
都
東
山
に
あ
る
白
毫
寺
の
前
身
で

あ
っ
た
。
興
味
深
い
伝
承
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
託
宣
の
下
さ
れ
た
嘉
禎
四
年

か
ら
二
百
年
以
上
も
下
る
史
料
に
見
出
さ
れ
る
点
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。『
御
託
宣
』
本
文
に
は
「
タ
チ
ハ
ナ
寺
ノ
勧
進
所
」
と
記
さ

れ
、
当
の
橘
寺
に
勧
進
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
も
読
む
こ
と
が
で
き

る
。
現
状
で
は
判
断
を
留
保
し
た
い
。

塔
の
修
理
が
完
成
し
た
日
、
彼
ら
勧
進
僧
は
橘
寺
に
い
た
。『
御
託
宣
』
は

託
宣
が
下
さ
れ
た
場
の
こ
と
に
触
れ
て
い
な
い
が
、
後
の
本
文
に
「
タ
ゝ
此

ノ
寺
ノ
塔
ニ
ス
ヘ
タ
テ
マ
ツ
ル
ヘ
シ
」、「
タ
チ
ハ
ナ
寺
ヲ
シ
ラ
ヌ
モ
ノ
ハ
ス

ク
ナ
シ
サ
レ
ハ
コ
ノ
寺
ニ
ス
ヘ
奉
ト
オ
モ
フ
」
と
見
え
、
橘
寺
を
指
し
て
「
此

ノ
寺
」「
コ
ノ
寺
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
寺
の
い
ず
こ
か
が
託
宣

の
場
に
な
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

加
持
祈
祷
に
よ
っ
て
病
者
の
様
子
が
「
タ
ヽ
ナ
ラ
ス
」
と
い
う
状
態
に
な
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っ
た
時
、隆
俊
は
そ
こ
に
霊
的
存
在
の
憑
依
を
見
て
取
っ
た
。そ
の
た
め
、「
タ

レ
ノ
人
ニ
テ
オ
ハ
シ
マ
ス
ソ
」
と
問
う
た
。
す
る
と
病
者
の
口
か
ら
は
、
そ

の
正
体
を
告
げ
る
言
葉
が
繰
り
出
さ
れ
た
。
度
重
な
る
問
答
に
よ
っ
て
、
霊

は
自
身
を
「
ト
ヨ
ラ
ノ
寺
ノ
護
法
」
で
あ
り
、
橘
寺
の
「
講
堂
ノ
ヌ
シ
」
で

あ
り
、「
女
帝
」
す
な
わ
ち
推
古
天
皇
の
御
霊
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。

「
ト
ヨ
ラ
ノ
寺
」
と
は

現
在
の
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
に
あ
る
向
原

寺
の
前
身
で
あ
る
。
蘇
我
稲
目
が
自
身
の
邸
宅
に
百
済
王
か
ら
賜
っ
た
仏
像

と
経
を
安
置
し
た
た
め
「
向
原
寺
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
後
推
古
天
皇
か
ら
賜

っ
た
豊
浦
宮
の
地
に
移
っ
て
堂
舎
を
建
立
し
た
こ
と
か
ら
「
豊
浦
寺
」
と
称

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
霊
が
自
身
を
「
講
堂
ノ
ヌ
シ
」
で
あ
る
と
述
べ
た
時
、
そ
の
「
講

堂
」
が
か
つ
て
「
我
カ
清
涼
殿
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
語
っ
て
い
る
。
橘
寺

の
講
堂
は
、
欽
明
か
ら
推
古
ま
で
、
五
代
の
天
皇
が
居
住
し
た
清
涼
殿
を
寺

院
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
が
、
中
世
に
は
流
布
し
て
い
た
（

）。
こ

15

の
講
堂
に
つ
い
て
、
中
世
の
太
子
伝
は
次
の
よ
う
な
伝
承
を
伝
え
て
い
る
。

彼
（
引
用
者
注

―
橘
寺
）
之
講
堂
辰
巳
之
角
之
外
陣
之
柱
ニ
中
比
事

ニ
テ
候
ケ
ル
ニ
虫
食
有
リ
彼
之
文
ニ
云
ク

有
指
南
時

田

由
解

極
楽
迷
路

世
中
之
人

ト
食
也
此
之
文

字
ヲ
和
ケ
テ
見
候
ヘ
者
一
首
ノ
歌
ニ
テ
候
也

シ
ル
ヘ
有
時
ニ
タ
ニ
ユ
ケ
極
楽
ノ
道
ニ
迷
ヨ
ヘ
ル
世
之
中
之
人
（

）
16

講
堂
の
柱
に
虫
喰
い
で
一
首
の
和
歌
が
現
れ
た
と
い
う
も
の
で
、
い
わ
ゆ

る
託
宣
歌
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
和
歌
の
こ
と
は
、『
新
古
今
和

歌
集
』（
巻
第
二
十
・
釈
教
歌
・
一
九
二
二
番
）
に
も
見
え
る
。

○

菩
提
寺
の
講
堂
の
柱
に
虫
の
食
ひ
た
り
け
る
歌

し
る
べ
あ
る

時
に
だ
に
ゆ
け

極
楽
の

道
に
ま
ど
へ
る

世

の
中
の
人
（

）
17

『
新
古
今
集
』
に
見
る
こ
の
伝
承
が
橘
寺
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
は
断

定
し
え
な
い
が
、
中
世
太
子
伝
に
こ
の
伝
承
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、

後
世
に
は
少
な
く
と
も
橘
寺
の
講
堂
が
霊
威
の
発
動
す
る
特
異
な
場
と
し
て

伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
『
御
託
宣
』

本
文
に
お
い
て
、
女
帝
霊
が
、
太
子
の
建
て
た
伽
藍
に
魔
縁
は
障
害
を
な
さ

ず
、
四
天
王
と
太
子
が
守
護
し
、
自
身
も
通
う
た
め
に
「
七
百
歳
ニ
ヲ
ヨ
ヘ

ル
講
堂
柱
イ
マ
タ
タ
フ
レ
ス
」
と
語
っ
て
お
り
、
橘
寺
の
講
堂
が
神
霊
の
加

護
を
受
け
た
聖
域
で
あ
る
こ
と
が
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
く
。

度
重
な
る
問
い
に
よ
っ
て
霊
の
正
体
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
、
女
帝
霊
は

「
二
事
ヲ
ナ
ケ
テ
今
キ
タ
レ
リ
」
と
告
げ
た
。
そ
の
嘆
き
の
原
因
は
、「
仏
法

最
初
ノ
寺
」
で
あ
る
豊
浦
寺
の
塔
が
失
わ
れ
、
太
子
創
建
寺
院
の
内
、「
霊
地

ナ
ラ
ヌ
所
ニ
タ
テ
タ
ル
伽
藍
ハ
破
壊
シ
タ
ル
寺
モ
ア
リ
」
と
い
う
当
時
の
現

状
で
あ
っ
た
。
女
帝
は
そ
こ
で
、
豊
浦
寺
の
塔
本
尊
で
あ
っ
た
「
四
方
四
仏
」

を
橘
寺
の
塔
へ
移
し
て
欲
し
い
と
訴
え
た
。

塔
本
尊
の
移
設
先
に
橘
寺
が
選
ば
れ
た
の
は
、
太
子
創
建
寺
院
の
多
く
が

「
破
壊
」
し
て
い
く
中
、
橘
寺
は
「
シ
ラ
ヌ
モ
ノ
ハ
ス
ク
ナ
シ
」
と
い
う
か

ら
で
あ
り
、
橘
寺
講
堂
が
「
コ
ノ
ト
コ
ロ
ヤ
マ
ノ
コ
ト
ク
ニ
ナ
リ
タ
ル
コ
ト

三
度
ナ
リ
修
理
ハ
セ
シ
カ
ト
モ
今
ノ
コ
ト
ク
ニ
ナ
ル
ハ
ナ
シ
」
と
い
う
か
ら

で
あ
っ
た
。
前
者
で
は
、
橘
寺
が
当
時
名
の
知
れ
渡
っ
て
い
た
寺
院
で
あ
る

こ
と
を
言
い
、
後
者
で
は
、
文
意
の
取
り
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま

－37－
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で
三
度
は
「
ヤ
マ
ノ
コ
ト
ク
」
廃
れ
、
そ
の
度
に
修
理
を
し
て
き
た
が
、
こ

の
度
の
修
造
の
よ
う
に
立
派
に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
程
の
意
味
だ
ろ
う
。
女

帝
は
勧
進
僧
ら
が
行
な
っ
て
き
た
勧
進
修
造
の
行
な
い
を
、「
ヲ
ノ
〳
〵
カ
ク

セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ノ
ウ
レ
シ
キ
コ
ト
カ
キ
リ
ナ
シ
」
と
言
祝
ぐ
。

近
本
氏
が
述
べ
た
よ
う
に
、
塔
の
修
造
が
完
成
し
た
こ
の
頃
合
い
に
お
い

て
、
豊
浦
寺
の
護
法
と
い
う
女
帝
霊
か
ら
塔
本
尊
の
「
四
方
四
仏
」
を
橘
寺

へ
移
し
て
欲
し
い
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
託
宣
を
利
用
し
て
本
尊
移
籍
の

権
威
化
を
図
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（

）。
そ
こ
に
は
豊
浦
寺
の
機

18

能
を
橘
寺
へ
移
す
よ
う
な
意
図
も
想
定
さ
れ
る
。

続
け
て
隆
俊
が
女
帝
霊
に
尋
ね
た
の
は
、「
定
﹇

﹈
寺
」、「
妙
安
寺
」、「
ヒ

ソ
テ
ラ
」（
別
の
名
を
「
現
光
寺
」
と
す
る
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は

奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
立
部
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
定
林
寺
（
立
部
寺
）、
同

県
橿
原
市
和
田
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
妙
安
寺
（
葛
木
（
城
）
寺
）、

そ
し
て
、
同
県
吉
野
郡
大
淀
町
比
曽
に
あ
る
世
尊
寺
の
前
身
で
あ
る
比
曽
（
比

蘇
）
寺
を
、
そ
れ
ぞ
れ
指
し
て
い
る
。

定
林
寺
と
妙
安
寺
は
、
古
く
か
ら
太
子
創
建
寺
院
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

『
上
宮
聖
徳
太
子
補
闕
記
』
に
お
い
て
、
妙
安
寺
は
「
葛
木
寺
」
と
し
て
橘

寺
と
と
も
に
太
子
が
創
建
し
た
寺
院
に
数
え
ら
れ
（

）、『
聖
徳
太
子
伝
暦
』

19

下
巻
で
は
、
太
子
建
立
の
十
一
院
と
し
て
、「
橘
樹
寺
〈
時
人
名
菩
提
寺
〉」

と
と
も
に
、「
葛
城
寺
〈
又
名
妙
安
寺
。
賜
蘇
我
葛
城
臣
〉」、「
定
林
寺
〈
世

人
名
為
立
部
寺
。
又
説
以
此
寺
為
太
子
〉」
の
二
寺
が
含
め
ら
れ
て
い
る
（

）。
20

妙
安
寺
と
定
林
寺
は
、
康
和
三
年
（
一
一
〇
一
）
十
一
月
二
日
時
点
で
法
隆

寺
末
寺
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
（

）、
そ
の
後
の
両
寺
の
所
属
は
未

21

詳
で
あ
る
。

定
林
寺
に
関
す
る
隆
俊
の
問
い
は
一
部
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
文
意
を
捉

え
る
こ
と
が
難
し
い
。
前
段
か
ら
の
連
続
で
推
測
す
る
な
ら
ば
、
勧
進
修
造

に
関
す
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
女
帝
霊
の

答
え
は
、「
ソ
レ
ハ
ナ
ワ
ヒ
ソ
ナ
ラ
ム
ス
ル
ソ
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
文
意
が

捉
え
難
い
。
五
字
目
を
「
ワ
」
で
は
な
く
「
ハ
」
と
解
し
、「
そ
れ
は
名
は
比

曽
な
ら
む
ず
る
ぞ
」
と
読
む
な
ら
ば
、
後
に
出
る
比
曽
寺
の
話
題
に
接
続
で

き
よ
う
が
、
す
る
と
定
林
寺
に
関
す
る
問
い
と
の
繋
が
り
が
断
た
れ
て
し
ま

う
。
不
明
と
い
う
他
な
い
。

妙
安
寺
に
つ
い
て
、
隆
俊
の
問
い
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
女
帝
霊
の

答
え
は
「
ソ
レ
ハ
サ
タ
ニ
モ
ヲ
ヨ
ハ
ヌ
事
ソ
」
で
あ
り
、
こ
れ
も
修
理
に
関

す
る
問
い
が
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
当
然
修
理
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
意
味
か
、
問
題
に
す
べ
き
こ
と
で
は
な
く
修
理
も
必
要
な
い
と
い
う
意
味

の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

比
曽
寺
に
つ
い
て
女
帝
霊
は
、
太
子
が
女
帝
に
勧
め
て
建
立
さ
せ
た
寺
院

で
、
そ
の
た
め
に
太
子
は
都
率
天
に
転
生
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
寺
が

「
現
光
寺
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
由
来
譚
を
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
寺
を
修
造
す
れ
ば
、
隆
俊
ら
勧
進
僧
た
ち
に
は
往
生
が
約
束
さ
れ
、
そ

の
時
に
は
太
子
も
来
迎
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
。

隆
俊
は
「
勧
進
ヨ
ニ
オ
ホ
シ
何
カ
修
造
ツ
カ
マ
ツ
ラ
ム
」
と
問
う
。
そ
の

関
心
は
現
光
寺
の
勧
進
修
造
を
誰
が
務
め
る
の
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
そ

れ
に
対
し
て
、
女
帝
は
、
二
人
の
檀
越
が
来
る
だ
ろ
う
と
予
言
す
る
。
そ
の

檀
越
は
「
北
ニ
一
人
南
ニ
一
人
」
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、「
北
」
の
一
人
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は
「
ミ
ヤ
コ
」
の
人
間
で
あ
り
、「
僧
カ
ソ
ク
カ
」
と
い
う
問
い
に
は
、「
オ

ト
コ
」
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
「
オ
ト
コ
」
と
は
在
俗
の
者

で
あ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
（

）。
ま
た
、「
南
」
の
一
人
は
「
金
ノ
御
山
」

22

の
者
で
あ
り
、
そ
の
傍
注
に
「
コ
レ
ハ
吉
野
山
」
と
あ
る
よ
う
に
金
峯
山
を

指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
修
験
者
ら
し
い
人
物
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

時
代
は
降
る
が
、
十
七
世
紀
頃
に
編
纂
さ
れ
た
『
現
光
寺
縁
起
絵
巻
』
の
下

巻
末
尾
に
は
、
弘
安
二
年
に
金
峯
山
か
ら
来
た
春
豪
聖
人
が
堂
塔
を
再
興
し
、

そ
の
後
興
正
菩
薩
叡
尊
に
付
与
し
て
律
院
と
し
た
旨
が
見
え
る
（

）。
23

隆
俊
は
続
け
て
、
彼
ら
が
修
理
に
係
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
因
縁
を
問
う
た
。

女
帝
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
五
百
生
の
ア
ヒ
タ
太
子
ケ
ノ
ク
（
繋
属
）」
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
ど
の
よ
う
な
者
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
い
に
は
、

太
子
が
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
し
て
、
明
確
に
は
答
え
て
い
な
い
。

最
後
の
問
答
で
隆
俊
は
、
今
後
の
橘
寺
の
修
造
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。

そ
れ
に
対
す
る
応
答
は
「
今
ノ
コ
ト
ク
ノ
人
イ
テ
キ
タ
マ
フ
ヘ
シ
」
と
い
う
、

現
光
寺
の
場
合
と
同
じ
く
、
予
言
的
な
含
み
を
帯
び
た
言
葉
で
あ
っ
た
。
本

文
は
こ
れ
に
続
け
て
「
コ
レ
ス
ナ
ハ
チ
西
山
聖
人
ノ
御
坊
カ
ソ
ノ
因
縁
ヲ
ハ

ヲ
ホ
セ
ラ
レ
ス
密
シ
タ
マ
フ
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
「
西
山
聖
人
」
す

な
わ
ち
松
月
房
慶
政
が
登
場
す
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
近
本
氏
は
、「
こ
れ

ら
を
経
た
最
後
の
問
答
が
、
慶
政
が
秘
し
た
ま
ま
と
い
う
勧
進
の
因
縁
で
あ

り
、
こ
れ
を
告
げ
た
推
古
天
皇
は
語
る
べ
き
こ
と
を
終
え
て
去
っ
て
い
く
構

造
と
な
っ
て
お
り
、
勧
進
の
す
べ
て
を
把
握
し
て
い
る
の
が
慶
政
で
あ
る
と

の
意
味
合
い
が
託
宣
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
点
は
見
逃
せ
な
い
」
と
し
て
お

り
、
こ
の
箇
所
の
主
語
を
慶
政
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
（

）。
ま
た
追
塩
千
尋

24

氏
も
、「
文
意
の
通
じ
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
」
と
し
な
が
ら
、
近
本
氏
と

同
様
の
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
（

）。
両
氏
の
解
釈
は
、
先
行
翻
刻
に
付
さ
れ

25

て
い
た
読
点
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（

）。
当
該
箇

26

所
に
句
読
点
を
付
し
て
筆
者
の
解
釈
を
示
せ
ば
、
こ
こ
は
「
コ
レ
ス
ナ
ハ
チ

西
山
聖
人
ノ
御
坊
カ
。
ソ
ノ
因
縁
ヲ
ハ
ヲ
ホ
セ
ラ
レ
ス
、
密
シ
タ
マ
フ
。」
と

読
み
う
る
箇
所
で
あ
り
、
本
文
中
に
「
コ
レ
ハ
タ
チ
ハ
ナ
ノ
カ
ウ
堂
ノ
事
ナ

リ
」、「
コ
レ
ハ
吉
野
山
」
等
と
右
傍
に
注
し
て
い
た
表
現
に
近
い
、
地
の
文

の
表
現
で
あ
る
。と
す
れ
ば
、「
御
坊
カ
」の
三
字
目
は
、主
格
の
格
助
詞「
が
」

で
は
な
く
、
疑
問
の
係
助
詞
「
か
」
で
あ
り
、「
そ
の
因
縁
を
お
っ
し
ゃ
ら
ず
、

秘
密
に
し
な
さ
る
」
と
あ
る
文
は
、
女
帝
霊
を
主
語
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

勧
進
僧
の
因
縁
を
語
っ
て
い
た
現
光
寺
に
関
す
る
応
答
と
は
対
照
的
に
、
こ

こ
で
は
口
を
閉
ざ
し
て
い
た
と
い
う
内
容
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

傍
注
と
し
て
で
は
な
く
、
本
文
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
す

べ
き
だ
が
、
一
つ
の
読
み
の
可
能
性
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

注（
１
）
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
叢
刊
伏
見
宮
家
九
条
家
旧
蔵
諸
寺
縁
起
集
』

明
治
書
院
、
一
九
七
〇
。

（
２
）
二
〇
二
二
年
九
月
二
十
八
日
（
水
）。

（
３
）https://shoryobu.kunaicho.go.jp/Toshoryo/D

etail/1000671850000
（
４
）
田
中
稔
「
仁
和
寺
採
訪

諸
寺
縁
起
四
種
―
仁
和
寺
研
究
余
滴
―
」（『
奈
良

国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
五
九
・
十
二
）、

及
び
近
本
謙
介
「『
和
州
橘
寺
勧
進
帳
』
解
題
・
翻
刻
」（『
名
古
屋
大
学
比
較

－39－
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人
文
学
研
究
年
報
二
〇
〇
二
年

仁
和
寺
資
料
』
第
三
集
、
二
〇
〇
三
）。

（
５
）
仏
書
刊
行
会
編
『
大
日
本
仏
教
全
書

一
一
二

聖
徳
太
子
伝
集
』、
仏
書

刊
行
会
、
一
九
一
二
。

（
６
）
近
本
謙
介
「
慈
円
か
ら
慶
政
へ

九
条
家
の
信
仰
と
文
学
に
お
け
る
継
承
と

展
開
」（
中
世
文
学
会
編
『
中
世
文
学
研
究
は
日
本
文
化
を
解
明
で
き
る
か
』

笠
間
書
院
、
二
〇
〇
六
）、
及
び
同
氏
「
南
都
復
興
の
継
承
と
展
開
―
慶
政
の

勧
進
を
め
ぐ
る
二
つ
の
霊
託
―
」（『
文
学
』
十
一
・
一
、
岩
波
書
店
、
二
〇

一
〇
・
一
）

（
７
）
前
掲
（
５
）。

（
８
）
前
掲
（
５
）。

（
９
）
追
塩
千
尋
「
中
世
の
橘
寺
と
西
大
寺
流
」（『
中
世
南
都
仏
教
の
展
開
』
第
三

部
第
一
章
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
）

（

）
前
掲
（
５
）・（
８
）。

10
（

）
前
掲
（
６
）。

11
（

）
牧
野
和
夫
「
中
世
太
子
伝
記
と
成
阿
弥
陀
仏
―
橘
寺
と
速
成
就
院
を
起
点
と

12
し
て
」（
説
話
文
学
会
編
『
説
話
文
学
研
究
』
五
十
二
、
二
〇
一
七
・
九
）

（

）
成
阿
弥
陀
仏
に
つ
い
て
は
、
堀
池
春
峰
「
法
隆
寺
と
西
山
法
華
山
寺
慶
政
上

13
人
」（『
南
都
仏
教
史
の
研
究
』
下
・
諸
寺
編
、
法
蔵
館
、
一
九
六
三
）
に
お

い
て
概
略
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（

）
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
中
世
聖
徳
太
子
伝
集
成
』
第
四

14
巻
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
。
本
稿
で
の
引
用
は
「
叡
山
文
庫
本

享
徳
三
、

四
（
一
四
五
四
、
五
五
）
年
写
」
に
よ
る
。
同
様
の
記
述
は
室
町
期
写
の
四

天
王
寺
本
に
も
見
ら
れ
る
。

（

）
高
橋
悠
介
「「
橘
の
内
裏
」
考
」（『
鎮
仙
』
五
六
六
、
二
〇
〇
八
・
三
）

15
（

）
前
掲
（

）。

16

14

（

）
田
中
裕
・
赤
瀬
信
吾
校
注
『
新
古
今
和
歌
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
十
一
、

17
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
。

（

）
前
掲
（
６
）。

18
（

）
前
掲
（
５
）。

19
（

）
前
掲
（
５
）。

20
（

）『
鎌
倉
遺
文
』
四
巻
、
一
四
六
五
号
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
三
。

21
（

）『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
早
く
『
成
尋
阿
闍
梨
母
集
』（
一
〇
七
三

22
年
頃
）
に
そ
の
用
例
が
見
え
る
。

（

）『
奈
良
県
大
淀
町
文
化
財
調
査
報
告
書
六

平
成
十
九
〜
二
十
二
年
度
大
淀

23
町
文
化
財
調
査
報
告
』
大
淀
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
一
年
。
な
お
、『
現
光

寺
縁
起
絵
巻
』
は
、
奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町
がYouTube

上
に
て
動
画
で
公

開
し
て
い
る
（https://w

w
w
.youtube.com

/w
atch?v=9fBfH

1_sYjo

）。

ま
た
、
現
光
寺
（
比
蘇
寺
）
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
堀
池
春
峰
「
比
蘇
寺
私

考
」（
前
掲
（

））
に
詳
し
い
。

13

（

）
前
掲
（
５
）。

24
（

）
前
掲
（
９
）。

25
（

）
先
行
翻
刻
（
前
掲
（
１
））
で
は
、「
答
曰
、
今
ノ
コ
ト
ク
ノ
人
イ
テ
キ
タ
マ

26
フ
ヘ
シ
、
コ
レ
ス
ナ
ハ
チ
西
山
聖
人
ノ
御
坊
カ
ソ
ノ
因
縁
ヲ
ハ
オ
ホ
セ
ラ
レ

ス
、
密
シ
タ
マ
フ
、
サ
テ
去
ナ
ム
ト
テ
、
問
答
ナ
シ
」
と
読
点
を
施
し
て
い

る
。

－40－
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翻
刻

﹇
凡
例
﹈

・
本
文
行
頭
に
行
番
号
を
付
け
る
。

・
小
字
、
傍
書
、
塗
り
つ
ぶ
し
、
補
入
記
号
な
ど
は
、
可
能
な
限
り
原
文
に
近
い
形
で
示
す
。

・
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

・
異
筆
箇
所
は
、〈

〉
に
示
す
。

・
判
読
不
能
箇
所
は
、﹇

﹈
で
示
す
。

・
今
回
の
翻
刻
で
判
読
で
き
ず
、
先
行
の
翻
刻
で
読
ま
れ
て
い
る
文
字
は
、
右
傍
に
（

）
で
示
す
。

（
表
紙
題
簽
）
橘
寺
本
願
推
古
天
皇
御
託
宣

（
旧
仮
表
紙
）〈
橘
寺
本
願
推
古
天
皇
御
託
宣
〉

１

橘
寺
本
願
推
古
天
皇
御
託
宣
云

２

菩
提
寺
塔
修
理
之
ヲ
ハ
シ
日
夘
月
廿
六
日
之
巳
時

ニ

タ
チ
ハ
ナ
寺
之

〈
リ
〉

〈
四
〉

３

勧
進
所
之
下
僧
随
心
法
師
頓
病
ヲ
ウ
ケ
テ
死
門

ニ

入
〈
ム
〉
ト
セ
シ

４

ト
キ
隆
俊
善
識
房
薬
師
経
ヲ

モ
テ
イ
ノ
ル
随
聖
房

５

源
慶
ソ
ハ
ニ
テ
念
誦
テ
ヰ
タ
リ
病
者
ケ
ニ
〳
〵
タ
ヽ
ナ
ラ
ス
隆
俊

〈
シ
〉

－41－
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６

問
云
タ
レ
ノ
人
ニ
テ

オ
ハ
シ
マ
ス
ソ
答
云
我
ハ

ト
ヨ
ラ
ノ
寺
ノ

〈
ラ
〉

７

護
法
ナ
リ

汝
ヲ

ハ
ナ
レ
サ
ル
コ
ト
七
年
隆
俊
又
奉
問
彼
寺
ノ

８

本
願
ハ

天
皇
カ

答
曰
天
皇
ニ
ハ
ア
ラ
ス
太
子
ソ
カ
シ
ナ
ヲ

９

不
審
ナ
ラ
ハ
我
カ

印
契
ヲ

ミ
ヨ
ト
テ
コ
フ
シ
ヲ
ニ
キ
リ
テ
頭
指

ヲ
ノ
ヘ
テ
サ
ヽ
ケ
テ
ミ
セ
給
フ
サ
テ
ニ
マ
タ
汝
等
ニ
ア
ウ
テ

〈
●
〉

■

10

モ
ノ
カ
タ
リ
セ
ム
ト
オ
モ
フ
又
奉
問
抑
カ
ク
ヲ
ホ
セ
﹇

﹈
ル
ヽ
ハ

（
ラ
）

11

タ
レ
ノ
人
ニ
テ

ヲ
ハ
シ
マ
ス
ソ
答
曰
我
ハ

講
堂
ノ

ヌ
シ
ソ
我

12

カ
清
涼
殿
ヲ
上
宮
太
子
コ
ノ
ト
コ
ロ
ハ
尺
迦
如
来
転
法
輪
ノ

セ
イ
リ
ヤ
ウ
テ
ム

13

ト
コ
ロ
ナ
リ
凡
夫
ヰ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
ヲ
ホ
セ
ラ
レ
シ
カ
ハ
伽
藍
ナ
シ
テ

﹇

﹈

14

宮
ヲ

ホ
カ
ニ
ツ
ク
リ
テ
ウ
ツ
リ
ヰ
タ
リ
シ
ナ
リ
講
堂
ノ

ヌ
シ
ト
ヲ
﹇

﹈
セ

15

レ
候
ハ

タ
レ
ニ
テ
オ
ハ
シ
マ
ス
ソ
ト
奉
問
我
ハ

女
帝
ナ
リ
我
二
事

〈
レ
〉

16

ヲ
ナ
ケ
イ
テ
今
キ
タ
レ
リ
一
ニ
ハ

ト
ヨ
ラ
寺
ハ
仏
法
最
初
ノ
寺
ナ
リ

〈
キ
〉

17

上
宮
太
子
ノ
御
願
カ
ノ
寺
ノ

塔
ノ

ナ
キ
コ
ト
ヲ
カ
ナ
シ
ム
シ
カ
レ
ト
モ
ソ
ノ

18

事
ハ
チ
カ
ラ
ナ
シ
ソ
ノ
塔
ノ

四
方
四
仏
ノ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
ヲ
菩
提
寺

ス
ヘ

﹇

﹈
ニ

19

タ
テ
マ
ツ
レ
ト
オ
モ
フ
又
奉
問
ナ
ヲ
ク
ト
ヨ
ラ
寺
ニ

塔
ヲ
立
テ

〈
●
〉

20

ス
ヘ
タ
テ
マ
ツ
レ
ト
ヲ
ホ
シ
メ
ス
カ

答
曰
イ
マ
ハ
ソ
ノ
﹇

﹈

（
事

ヘ
）

21

ナ
ケ
レ
ハ
ア
カ
メ
モ
﹇

﹈
ナ
サ
ス

タ
ヽ
此
ノ

寺
ニ塔

ス
ヘ
タ
テ
マ
ツ
ル
ヘ
シ
我
モ

ノ

22

伽
藍
ヲ

ツ
ク
リ
タ
ル
ナ
カ
ニ
ク
ヤ
シ
キ
事
モ
ア
リ
霊
地
ナ
ラ
ヌ
所
ニ

タ
チ

23

タ
ル
伽
藍
ハ

破
壊
シ
タ
ル
寺
モ
ア
リ
河
内
国
ニ
モ
ア
マ
タ
﹇

﹈

24

－42－
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國
ノ

ウ
チ
ニ
タ
チ
ハ
ナ
寺
ヲ
シ
ラ
ヌ
モ
ノ
ハ
ス
ク
ナ
シ
サ
レ
ハ
コ
ノ
寺
ニ

25

ス
ヘ
奉
ト
オ
モ
フ

コ
ノ
ト
コ
ロ
ヤ
マ
ノ
コ
ト
ク
ニ
ナ
リ
タ
ル
コ
ト

コ
レ
ハ
タ
チ
ハ
ナ
ノ
カ
ウ
堂
ノ
事
ナ
リ

26

三
度
ナ
リ
修
理
ハ
セ
シ
カ
ト
モ
今
ノ
コ
ト
ク
ナ
ル
ハ
ナ
シ
ヲ
ノ
〳
〵

27

カ
ク
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ノ
ウ
レ
シ
キ
コ
ト
カ
キ
リ
ナ
シ
寺
ヲ
修
造

28

ス
レ
ト
モ
名
門
利
養
ニ
住
ス
ル
ハ
無
詮
又
奉
問
定
﹇

﹈
寺
﹇

﹈

タ
チ
ヘ
寺
ナ
リ

29

何
カ
シ
候
ヘ
キ
答
曰
ソ
レ
ハ
ナ
ワ
ヒ
ソ
ナ
ラ
ム
ス
ル
ソ
又
妙
安
寺
ヲ

ハ
ヘ
シ
テ
コ
ノ
寺
ハ
ナ
シ

30

奉
問
ソ
レ
ハ
サ
タ
ニ
モ
ヲ
ヨ
ハ
ヌ
事
ソ
又
天
王
曰
ソ
ノ
ト
キ
ノ

〈
皇
〉

31

開
白
上
宮
太
子
我
ヲ
ス
ヽ
メ
タ
マ
フ
シ
ニ
ヨ
リ
テ
﹇

﹈
寺
ヲ
ツ
ク
リ
テ

ヒ
ソ
テ
ラ

32

ソ
ノ
功
徳
ニ

ヨ
リ
テ
都
率
天
ニ
ム
マ
レ
タ
ル
ナ
リ
ト
云
ヽ
又
奉
問
カ
ノ
寺
ハ

33

ヲ
ハ
ナ
ニ
寺
カ
ト
申
ソ
ト
答
曰
土
佐
ノ
南
海
ニ

ヨ
ル
〳
〵
ヒ
カ
リ
タ
マ

34

フ
シ
木
ヲ
モ
テ
奉
造
ホ
ト
ケ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
ニ
ヨ
リ
テ
現
光
寺
ト

35

イ
フ
汝
達
等
コ
ノ
寺
修
造
シ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ハ
阿
弥
陀
ホ
ト
ケ
ム
カ
ヘ
タ

ヲ

理

36

マ
フ
ヘ
シ
ソ
ノ
ム
カ
ヘ
ニ
ハ
太
子
コ
ソ
ハ
ヲ
ハ
シ
マ
サ
ム
ス
ラ
メ
又
奉
問

37

勧
進
ヨ
ニ
ヲ
ホ
シ
何
カ

修
造
ツ
カ
マ
ツ
ラ
ム
答
曰
汝
達
等
カ

ワ
ツ
ラ
ヒ
ニ

38

ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
二
人
ノ
檀
越
キ
タ
ル
ヘ
シ
又
奉
問
彼
檀
越
ハ
イ
ツ
ク

39

ニ
候
ハ
ム
ソ
答
曰
北
ニ

一
人
南
ニ

一
人
ア
ル
ヘ
シ
又
奉
問
北
ト

ヲ
ホ
セ
ラ
ル
ヽ

40

ハ
イ
ツ
レ
ノ
里
ニ

候
ソ
答
曰
ミ
ヤ
コ
ナ
リ
又
問
僧
カ
ソ
ク
カ
答
曰

41

オ
ト
コ
ナ
リ
南
ハ

マ
タ
イ
カ
ン
答
曰
南
ハ

金
ノ
御
山
ニ

ア
リ

コ
レ
ハ
吉
野
山

42

又
申
ア
ラ
ハ
ニ
ヲ
ホ
セ
ヲ
カ
フ
ラ
ム
答
曰
修
造
ヲ
ハ
シ
メ
ハ

43
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自
然
ニ

イ
テ
ク
ヘ
キ
ナ
リ
若
シ

コ
レ
ソ
ラ
コ
ト
ナ
ラ
ハ
天
上
ノ

果
報

44

ツ
キ
テ
无
獄
ニ

ヲ
ツ
ヘ
シ
タ
ヽ
シ
汝
等
ニ
ア
ラ
ス
ハ
ナ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
又

〈
間
〉

45

奉
問
イ
カ
ナ
ル
因
縁
ニ
テ
﹇

﹈
カ
ク
ノ
コ
ト
ク
ノ
修
理
修
造
ノ

（

〳
〵
）

46

モ
ノ
ト
ハ
ナ
リ
テ
候
ソ
答
曰
五
百
生
ノ
ア
ヒ
タ
太
子
ケ
ノ
ク
ノ
モ
ト

〈
繋
属
〉

モ
ノ

47

ニ
テ
ア
リ
シ
ソ
又
奉
問
米
禺
ソ
ノ
ア
ヒ
タ
ニ
ハ
イ
カ
ナ
ル
モ
ノ
ニ
テ

48

候
シ
ソ
答
曰
太
子
コ
ソ
ク
ワ
シ
ク
シ
ロ
シ
メ
ス
ラ
メ
天
王
曰

〈
皇
ワ
ウ
〉

49

上
宮
太
子
ノ
誕
生
ヲ
モ
ミ
テ
キ
マ
タ
契
老
洞
穴
ノ
チ
キ
リ
ヲ
モ

■
■
汝
達
等
ニ
ツ
イ
テ
イ
フ
ヘ
ケ
レ
ト
モ
人
ノ
ソ
シ
リ
ノ
ア
リ
ヌ
ヘ
キ
■
■
ト
キ
ニ
コ
レ
ニ
ツ
イ
テ
云
ソ

50

シ
レ
リ
又
上
宮
太
子
ノ
タ
テ
タ
マ
フ
タ
ル
伽
藍
ニ
ハ

ナ
カ
ク

51

魔
縁
障
碍
ヲ
ナ
サ
ヌ
ナ
リ
四
天
擁
護
ヲ

タ
レ
タ
マ
フ
太
子
モ

52

マ
ホ
リ
給
ワ
レ
モ
コ
ノ
ト
コ
ロ
ヘ
ハ
カ
ヨ
フ
ナ
リ
カ
ル
カ
ユ
ヘ
ニ

53

七
百
歳
ニ

ヲ
ヨ
ヘ
ル
講
堂
柱
イ
タ
タ
フ
レ
ス
今
汝
等
ト
モ
ノ

マ

54

カ
タ
リ
ス
ル
コ
ト
コ
ソ
ア
ハ
レ
ナ
レ
又
奉
問
今
ノ

修
造

55

ノ
チ
ハ
イ
カ
ニ
候
ハ
ム
ス
ル
ソ
答
曰
今
ノ
コ
ト
ク
ノ
人

56

イ
テ
キ
タ
マ
フ
ヘ
シ
コ
レ
ス
ナ
ハ
チ
西
山
聖
人
ノ
御
坊
カ

57

ソ
ノ
因
縁
ヲ
ハ
ヲ
ホ
セ
ラ
レ
ス
密
シ
タ
マ
フ
サ
テ
去
ナ
ム

58

ト
テ
問
答
ナ
シ

59

（
奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
助
教
）

書

評
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